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１．研究計画の概要 
 本研究目的は、ALS 療養者・家族がかかえ
るさまざまな苦痛や苦悩を緩和するための
地域看護職者間の連携方略および、在宅緩和
ケア提供のための現任看護師の難病看護教
育に関する提言を行うことであり、研究計画
は以下のとおりである。 
① ALS 療養者の相談に関する実態調査 
② 看看連携の具体的内容・方法の把握と問

題点の明確化のための調査 
③ 看看連携方略・現任教育プログラムのモ

デルを作成、実施、評価 
 
２．研究の進捗状況 
上記①は実施済み。上記②は保健師と訪問看
護師を対象に調査済み。また ALS 療養者の
個々の療養経過にそって、看護支援者の看護
上の困難点と連携上の困難点を明らかにす
る調査を実施した。上記③は、次年度に実施
予定。診断期の看看連携のあり方、および
ALS 球麻痺タイプの在宅ホスピスケア期に
関する看看連携のあり方を含む現任教育内
容について具体的に検討していく予定。 
 
３．現在までの達成度 
 区分③やや遅れている。 
 その理由：地域における看護の質向上およ
び地域連携の推進の考え方を基盤に据えた
調査のため、看護職者のたび重なる異動（特
に神経難病医療専門員や退院支援ナース、保
健所保健師）により、調査が計画通りに進ま
ないといった影響が大きい。しかし、そうい
った不利な状況ではある中、調査規模や対象
者の制約を行い、可能な限りの調査は実施し

ていると考える。 
 
４．今後の研究の推進方策 
 次年度が最終年度になっており、不足して
いるデータの収集と分析、および教育モデル
検討のための時間的捻出が課題である。 
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